
【保護者の皆様へ】 

 もうすぐ子どもたちが楽しみにしている冬休みです。友達や家族と楽しく過ごしたり、今年一

年を振り返り、新年の目標を立てたりして有意義な時間になることを願っています。一方で、家

で過ごすことが多くなることで、子どもたちがネットを利用する時間が増えてしまいがちです。

また、ゲーム機にも SNS やネットが使用できる機能があるので注意が必要です。せっかくの冬

休みにネット上のトラブルに巻き込まれないよう、以下の点についてご家庭で話題にしながら、

ネットの使い方を確認しましょう。 

 「情報モラル」について、こうやって伝えよう  

❶ネット・情報機器の良い点、悪い点を伝えよう   ❷「～してはダメ」ではなく「～しよう」で話そう 

 

 

 

 

 

 

 

 

❸子どもがどんなふうに使っているか関心をもとう  ❹ネット・情報機器の事件を話題にしよう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❺家庭でのルールを作り守っていこう         ❻何でも相談できる雰囲気づくりをしよう 
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 良い点、悪い点を知ることが、便利なツールと

して使うために大切なことです。 

 ネットや情報機器は、今後ますますなくてはな

らないツールになります。よりよく使える力を身

につけさせたいものです。 

 ネットや情報機器は、大人の世界にダイレクト

につながります。高い関心をもって子どもを守り

ましょう。 

 日々変化していくのが、ネットや情報機器の

社会です。積極的に話題にすることが、身を守

ることにつながります。 

※JAPET&CEC「ネット社会の歩き方」より一部引用 

 ルールや約束事をしっかり作り、安全かつ快

適にネットや情報機器を利用していけるように

しましょう。 

 危険や落とし穴への警戒だけでなく、マナー

や上手な使い方など、何でも相談できる家族や

大人がいることが大事です。 



全国でパソコン画面に偽のメッセージが表示されるサポート詐欺が発生！！ 

  

パソコンを使用中に突然、画面に偽のメッセージが表示されて、偽サポートに電話をかけさ

せるサポート詐欺が多発しています。 

 

 

 

 

偽メッセージには、世

間でよく見聞きする有名

企業（例えば、マイクロ

ソフトサポートなど）が

使われています。 

 

 

 

 

 

このようなサポート詐欺の手口は、以下のような流れです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

操作不能の偽メッセージ画面が出た場合は、慌てずに、次の対処をしてください。 

①表示されている電話番号に絶対に電話しない。 

②電源ボタンを長押しし、パソコンの電源を切る。 

③Wi-Fi ルータの電源を切り、インターネットを遮断する。 

    

ＩＰＡ独立行政法人 情報処理推進機構ＨＰ「情報セキュリティ 安心相談窓口だより」より抜粋 

【サポート詐欺の手口の流れ】 

偽のサポートセンター 
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② 
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【偽メッセージ画面】 


